発電利用に供する木質バイオマスの証明に係る事業者認定の継続をご希望される皆様へ
特定非営利活動法人　　　　　
　日本樹木リサイクル協会
必要書類の提出期日とご説明
◆ 継続申請書の提出期日
　〇 発電利用に供する木質バイオマスの証明に係る事業者等認定実施要領の３番（２）

　　 認定事業者が、事業者認定書の有効期限後も引き続き認定の継続を希望する時は、
有効期間が終了する1ヶ月前までに【別記１－２】に定める「発電利用に供する木質バイ
オマス供給事業者認定申請書（継続）」を当協会に提出しなければならない。
◆ 継続申請に必要な書類
　１．発電利用に供する木質バイオマスの証明に係る事業者認定申請書（継続）
　　　必要事項記入

　２．分別管理及び書類管理の方針書

　３．分別管理及び書類管理状況写真
　４．事業所の敷地、建物及び施設（土場、倉庫等）の配置状況
　　　写真及び地図、図面など変更が無くても必要
　５．資格（ＩＳＯ、ＪＡＳ、廃棄物関係等）を持っていれば資格証等のコピー
　

　上記書類一式（1部）を作成いただき、協会事務局まで郵送ください。
　書類審査を実施し、継続の可否を決定いたします。
　書類審査の上、必要がある場合は現地調査を実施し、継続の可否を決定いたします。

　継続の可否は、継続認定書の発送をもって通知するものといたします。
【別記1－2】
	（事業者認定申請書（継続）の様式）

	令和　　年　　月　　日
発電利用に供する木質バイオマスの証明に係る事業者認定（継続）申請書
特定非営利活動法人 日本樹木リサイクル協会

会長　板垣 礼二　様
（申請者）

事業者の所在地：

　　　　　事業者の名称：

代表者の氏名：　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　（申請事業所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所の所在地：
　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所の名称：
弊社は、貴協会の認定を得て発電利用に供する木質バイオマスの証明を行っていますが、有効期限終了後も引き続き当該事業を行いたいので、「発電利用に供する木質バイオマスの証明に係る事業者認定実施要領」に従い、下記のとおり関係書類を添えて申請します。

記
団体認定番号
認定期日

年　月　日

認定の有効期限
　年　月　日
分別管理及び

書類管理の状況
別添写真
過去3年間の発電利用に供する木質バイオマスの取扱実績量
年度　　取扱量　　　　　　ｔ
年度　　取扱量　　　　　　ｔ
年度　　取扱量　　　　　　ｔ
現認定時からの変更事項
・代表者の変更。
・分別管理者の変更。
・分別管理及び書類管理方針の変更等。
その他特記事項
・必要と認めた場合は、現地調査を実施いたします。
・1部をフラットファイル(A4縦)に綴じて事務局まで
ご送付ください。
・認定費用10,000円を申し受けます。



　　注：許可は廃棄物処理業の許可、資格は取得状況を記入してください。
【別添-１】

（分別管理及び書類管理方針書）

	分別管理及び書類管理方針書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

本方針書は、特定非営利活動法人日本樹木リサイクル協会が作成した「発電利用に供する木質バイオマスの証明に関する自主行動規範（平成24年10月1日）」を受け、間伐材等由来の木質バイオマス又は一般木質バイオマスであると証明された木材の供給にあたって必要となる分別管理及び書類管理の方針を定めたものである。

（適用範囲）

本方針書は、当社木材チップ工場において、間伐材等由来の廃木材を原料として製造するチップ等の取扱いに当たって適用する。

（分別管理責任者）

・分別管理を適切に行うため、当社職員（役職：　　　　　氏名：　　　　　　　）を分別管理責任者として定める。

・分別管理責任者は、間伐材等由来の木質バイオマスの適切な分別管理及びその実施状況の点検を、責任をもって行うものとする。

（分別管理の実施）

・原料の入荷に当たっては、納品書等により間伐材等由来の木質バイオマス又は一般木質バイオマスであるか否かを確認する。

・木質バイオマス（原料）の保管に当たっては、間伐材等由来の木質バイオマス又は一般木質バイオマスとそれ以外の木質バイオマスが混在しないように、それぞれの保管場所をテープや標識等により明示する。

・チップ加工等の工程では、間伐材等由来の木質バイオマス又は一般木質バイオマスとそれ以外の原料が混在しないように加工する。

・チップ等の出荷に当たっては、間伐材等由来の木質バイオマス又は一般木質バイオマスであることを確認の上、納品書に記載する。

・製品チップ等の保管に当たっては、間伐材等由来の木質バイオマス又は一般木質バイオマスを原料として製造したチップ等と、それ以外の木質バイオマスを原料として製造したチップ等が混在しないように、それぞれの保管場所をテープや標識等により明示する。

（書類管理）

・分別管理責任者は、間伐材等由来の木質バイオマス、一般木質バイオマス及びそれ以外の木質バイオマスそれぞれに係る原料の消費量及び製品生産量を実績報告として取りまとめる。

・間伐材等由来の木質バイオマス又は一般木質バイオマスの入出荷及び在庫に関する情報が把握できるよう、管理簿を備え付け、適切に記載する。

・証明書、納品書及び管理簿等の関係書類は、5年間整理保管する。
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